
新
幹
線
誘
致
、
赤
れ
ん
が
周
辺
開
発
な
ど
不
要
不
急
の
事
業
よ
り 

暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
要
望
し
ま
し
た 
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物価高で、くらしも営業も厳しい時だからこそ 

２８議案に賛成し、１０議案に反対しました 

第１号議案のほか反対した主な議案 

●第６号、２３号及び１０号議案「国保」及び「後期高齢予算」と条例改正 

  国保料は 4 年連続の値上げ。「子ども・子育て支援費」を保険料から徴収するも
ので、加入者の新たな負担となることから反対。国費で措置すべきと主張。 

●第９号及び第２８号議案「介護保険事業会計予算」と条例改正 

  市独自に人材確保策があるが、「保険あって介護なし」の状況であり反対。 

●第３号議案「舞鶴市水道事業会計予算」 

  水道事業を北部５市２町でより広域化し、民間委託を進めることから反対。 

●第２６号議案「こども誰でも通園制度」に伴う条例改正 

  条件整備が不十分で、市の公的責任があいまいなことから反対。 

●第２９号及び３５号議案「赤れんが 6 号棟保存修理工事」 

  保存修理だけで 1 棟当たり 13.3 億円。さらに予算が膨らむことから反対。 

◆党議員団「イスラエルとアメリカによる 

イランへの武力攻撃を避難する決議」を提案◆ 
さる 2月２8 に開始されたイスラエルとアメリカによる、イランへの先制攻

撃は、いかなる理由があろうとも断じて許されない。明らかな国際法と国連憲

章違反の行為であることから、党議員団として「非難決議」を提案しました

が、党議員団をのぞくすべての会派の同意にいたらず、不採択となりました。 

く
ら
し
密
着
の
事
業
は
市
民
も
歓
迎 

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
４
２
０
億
３
，
９
６
７
万

円
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
比
で
約
１
５
、
４
億
円
、
３
、
８
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
市
制
施
行
以
来
、
過
去
最
大
規
模
の
予
算
と

な
っ
て
い
る
。 

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
の
た
め
の
「
ま
い

づ
る
福
祉
人
材
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
、
既
に
通
年
で
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
中
学
校
に
続
き
、
令
和
７
年
度
３
学
期
か

ら
無
償
化
し
た
小
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
８
年
度
か
ら
通
年
で

実
施
し
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
通
年
で
の
完
全
無
償
化
」
を
実

現
す
る
「
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
」
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価

格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
や
事
業
者
を
幅

広
く
支
援
す
る
た
め
、
水
道
基
本
料
金
の
６
カ
月
分
を
無
料
と

す
る
「
水
道
基
本
料
金
無
料
事
業
」
「
公
営
住
宅
エ
ア
コ
ン
設
置
事

業
」
等
の
事
業
化
は
、
我
が
会
派
も
従
前
か
ら
強
く
求
め
て
き
た

こ
と
で
も
あ
り
、
暮
ら
し
に
密 

着
し
た
事
業
が
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
評
価
し
、 

市
民
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

不
要
不
急
の
事
業
と
ム
ダ
な
事
業
は
中
止
を 

 

一
方
で
、
一
般
会
計
予
算
は
、
か
ね
て
か
ら
税
金
の
使
い
方
に
問
題
が

あ
る
と
し
て
中
止
を
求
め
て
き
た
「
赤
れ
ん
が
周
辺
等
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
が
引
き
続
き
予
算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

２
点
目
に
「
自
衛
官
募
集
事
務
経
費
」
。
令
和
７
年
度
も
、
高
校
生
、

大
学
生
の
合
計
１
，
４
１
３
名
の
名
簿
を
紙
媒
体
で
提
供
さ
れ
た
。
拒

否
申
請
を
受
け
付
け
、
せ
め
て
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
す
べ
き
。 

３
点
目
は
、
「
整
備
新
幹
線
誘
致
推
進
費
」
。
新
し
く
３
４
０
万
円
の

予
算
で
、
年
内
に
必
ず
取
り
に
行
く
と
言
う
姿
勢
は
看
過
で
き
な
い
。

新
幹
線
誘
致
よ
り
も
、
在
来
線
の
充
実
に
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ
き
。 

４
点
目
は
、
３
款
民
生
費
の
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
。
国
の
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
実
施
に
向
け
、
実
施
す
る
民
間
の
認
可
事
業

所
に
対
す
る
支
援
の
事
業
。
保
育
の
質
の
確
保
の
問
題
。
市
の
公
的
責

任
が
あ
い
ま
い
だ
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
保
護
者
の
就
労
に
関
わ
ら
ず

希
望
す
る
す
べ
て
の
保
育
を
保
証
す
べ
き
。 

５
点
目
は
、
「
舞
鶴
市
統
一
学
力
診
断
テ
ス
ト
」
の
実
施
。 

テ
ス
ト
学
力
中
心
の
教
育
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
ゆ
と
り 

の
あ
る
教
育
に
逆
行
す
る
こ
と
か
ら
廃
止
を
求
め
る
。 

以
上
５
点
の
理
由
で
一
般
会
計
予
算
に
反
対
す
る
。 

小西 伊田 小杉議員 

【
第
１
号
議
案
】
令
和
八
年
度
一
般
会
計
予
算
へ
の
反
対
討
論 

 

 

 

 



 

 

 

 

基
地
の
拡
大
・
増
強
の
住
民
説
明
会
を 

 
 

代
表
質
問 

小
西 

洋
一 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
西 

舞
鶴
基
地
所
属
の
２
隻
の
イ
ー
ジ
ス
艦
に
ト
マ
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル

が
配
備
さ
れ
る
。
「
専
守
防
衛
」
か
ら
「
先
制
攻
撃
で
き
る
」
自
衛
隊
へ

変
わ
る
。
事
実
上
の
憲
法
９
条
の
「
死
文
化
」
だ
。
そ
の
た
め
に
４
棟
の

弾
薬
庫
の
増
設
が
計
画
さ
れ
、
さ
ら
に
、
徹
底
抗
戦
の
た
め
に
、
総
監

部
の
「
地
下
化
」
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
不
安
も
広
が
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
近
畿
中
部
防
衛
局
に
よ
る
全
市
民
対
象
の
説
明
会
を

開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長
答
弁 

工
事
の
施
工
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
な
ど
、
近
隣
自

治
会
に
対
し
て
事
前
に
し
っ
か
り
と
説
明
す
る
よ
う
、
市
か
ら
近

畿
中
部
防
衛
局
に
求
め
て
い
る
。
防
衛
施
設
の
整
備
計
画
の
内
容

は
国
の
専
管
事
項
。
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

市
内
で
完
結
す
る
医
療
体
制
は
で
き
る
の
か
⁈ 

小
西 

市
は
、
２
月
の
「
広
報
」
で
、
市
内
４
病
院
の
再
編
が
実
現
す
る
と

「
こ
れ
ま
で
各
病
院
に
分
散
し
て
い
た
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
、

専
門
的
な
設
備
な
ど
が
集
結
し
、
救
急
医
療
体
制
を
は
じ
め
と
す
る
病

院
の
対
応
力
が
高
ま
り
、
よ
り
充
実
し
た
環
境
で
診
察
や
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
説
明
。
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
せ
ば
、
医
師
や
看
護

師
、
診
療
科
も
減
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

市
長
答
弁 

医
療
の
高
度
化
が
進
む
現
代
で
は
、
希
少
な
症
例
を

含
む
す
べ
て
の
疾
患
を
一
つ
の
市
で
完
結
す
る
考
え
方
は
、
も
は
や

現
実
的
で
は
な
い
。
京
都
府
の
保
健
医
療
計
画
に
基
づ
く
医
療
圏
の

考
え
方
に
則
り
、
圏
域
全
体
で
機
能
を
分
担
し
、
広
域
で
市
民
の
命

を
守
り
抜
く
こ
と
が
次
世
代
に
責
任
を
持
つ
医
療
の
姿
。 

 
 

 
 

 
 

積
算
単
価
を
公
表
す
べ
き
で
は
⁈ 

小
西 

 

京
都
府
下
１
５
市
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、 

本
市
以
外
の
す
べ
て
の
自
治
体
が
工
事
設
計
書
の 

積
算
単
価
を
公
表
し
て
い
る
。
市
長
の
決
断
を
求
め
る
が
ど
う
か
。 

市
長
答
弁 

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
入
札
制
度
の
改
善
は
、
建
設

業
の
安
定
的
な
存
続
に
不
可
欠
で
あ
る
。
協
会
か
ら
も
強
い
要
請
を

受
け
て
お
り
、
積
算
単
価
の
公
表
に
つ
い
て
、
庁
内
で
座
組
を
作
っ

て
、
今
後
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。 

 

国
保
料
４
年
連
続
の
値
上
げ
！
」 

国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
！ 

一
般
質
問 

小
杉 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
見
直
し 

あ
た
た
か
く
お
い
し
い
給
食
一 

一
般
質
問 

伊
田 

悦
子 

議
員 

伊
田 

子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
「
温
か
く
て
お
い
し
い
」
給
食
の
た
め

に
も
、
中
学
校
で
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
給
食
提
供
は
見
直

す
べ
き
。
以
前
提
案
し
た
親
子
方
式
も
含
め
検
討
を
求
め
る
。 

市
の
答
弁 

現
在
の
提
供
方
法
が
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
終
着
点
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
親
子
方
式
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い 

学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 

除
雪
対
策
の
充
実
を 

伊
田 

今
回
の
大
雪
で
、
市
民
生
活
は
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
自
治
会
・
町
内
会
・
地
域
共
助
組
織
や
個
人

に
対
し
て
、
小
型
除
雪
機
購
入
補
助
金
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
補

助
金
の
制
度
を
つ
く
る
こ
と
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。 

市
の
答
弁 

自
治
会
へ
は
、
小
型
除
雪
機
を
燃
料 

な
ど
経
費
も
含
め
て
無
償
貸
与
し
て
い
る
。
購
入 

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

認
可
外
保
育
園
へ
補
助
を 

伊
田 

認
可
外
で
あ
っ
て
も
、
本
市
の
大
事
な
保
育
資
源
と
の
認
識

は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
認
可
外
保
育
施
設
へ
恒
常
的
に
運

営
面
に
対
す
る
補
助
を
市
、
支
え
る
べ
き
。
綾
部
市
で
は
「
認
可
外

健
全
育
成
活
動
補
助
金
」
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、
認
可
外
園
に
、

子
ど
も
一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の
補
助
金
が
あ
る
。 

市
の
答
弁 

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
保
育
を
展
開
さ
れ
て

お
り
、
し
っ
か
り
と
子
供
の
育
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
保
育
者
の
専
門
性
の
維
持
・

向
上
へ
の
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
独
自
の
施
設
運
営
に
係

る
財
政
的
な
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

保
育
の
質
の
確
保
で
、
安
心
の
保
育
体
制
を 

伊
田 

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
４
月
か
ら
本
格
実
施
。
こ

の
制
度
で
は
、
子
ど
も
の
安
全
性
が
危
惧
さ
れ
る
。
事
故
時
の
公

的
責
任
が
不
明
確
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
問
題
が
あ
る
。

保
育
の
質
を
確
保
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
。
保

育
士
の
確
保
な
ど
根
本
的
な
環
境
改
善
が
セ
ッ
ト
で
求
め
ら
れ

て
い
る
。
市
の
見
解
は
。 

市
の
答
弁 

保
育
士
の
確
保
や
職
員
の
負
担
軽
減
が
必
要
と
認

識
。
実
施
事
業
者
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
。 

 

 

国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
を 

小
杉 

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
が
全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ
て
い

る
。
背
景
に
は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
国
保
の
都
道
府
県
化
」

（
運
営
も
保
険
料
の
京
都
府
で
一
本
化
）
が
あ
る
。
本
市
も
令
和
５
年
か

ら
４
年
連
続
値
上
げ
。
２
０
２
６
年
度
予
算
案
で
は
１
２
７
，
８
４
０
円

と
な
っ
て
お
り
、
７
年
度
に
比
べ
８
．
５
％
ア
ッ
プ
の
１
０
０
０
０
円
も
引
き

上
げ
の
提
案
。
新
た
に
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
を
１
８
歳
以
上
の
国
民
に

健
康
保
険
の
仕
組
み
で
徴
収
す
る
と
い
う
の
は
、
新
た
な
税
金
の
発
生

だ
。
物
価
高
騰
で
暮
ら
し
が
困
難
な
時
、
国
保
料
の
引
き
上
げ
は
追
い
打

ち
を
か
け
る
も
の
で
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
の
認
識
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

国
保
財
政
は
加
入
者
の
減
少
や
医
療
給
付
費
の
増
加
、
基

金
の
減
少
な
ど
か
ら
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
、
保
険
料
水

準
の
統
一
は
必
要
な
取
り
組
み
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
医
療
費
の
高
額

化
や
加
入
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
今
後
も
増
加
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
と
も
引
き
続
き
国
保
財
政
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
引
上
げ

等
に
つ
い
て
「
全
国
市
長
会
」「
近
畿
都
市
国
民
健
康
保
険
者
協
会
」
に

お
い
て
要
望
し
て
い
く
。 

重
度
障
害
者
が
身
近
な
地
域
で 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
の
確
保
を 

小
杉 

「
重
度
障
害
者
は
舞
鶴
で
は
暮
ら
す
場
の
保
障
が
さ

れ
て
い
な
い
」「
と
て
も
日
中
の
活
動
の
場
が
な
い
の
で
は
」

と
保
護
者
の
方
な
ど
の
不
安
の
声
が
あ
る
。
第
４
期
障
害
者

計
画
で
の
「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
人
が
身
近
な
地
域
で
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
暮
ら
し
の
場
」
の
現
在
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。
医
療
的
ケ
ア―

を
受
け
な
が
ら
生
活
の
場
は
医

療
が
不
可
欠
。
医
療
再
編
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
今
こ

そ
、
具
体
的
に
こ
の
計
画
が
動
く
こ
と
を
求
め
る
も
の
。
重

度
障
害
者
や
そ
の
家
族
か
ら
待
ち
焦
が
れ
ら
れ
て
い
る
支

援
事
業
だ
。
市
の
取
組
の
今
後
の
具
体
化
に
つ
い
て
問
う
。 

市
の
答
弁 

市
内
１
８
歳
以
上
の
障
害
の
あ
る
方
で
、
人
工
呼

吸
器
装
着
で
専
門
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
方
２
名
、
家
族
介

護
が
主
軸
で
居
宅
介
護
・
訪
問
看
護
な
ど
で
、
生
活
の
安
定
と

介
護
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
に

１
名
、
市
外
の
５
施
設
に
１
６
名
（
府
内
１
，
府
外
１
施
設
）の
利

用
。
中
丹
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
で
、
支
援
体
制
の
整
備
に
向

け
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

 


